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令和 5年度第 1回全国健康保険協会大分支部評議会 議事録 

 

開  催  日 ： 令和 5年 7月 12日（水） 10：00～11：40 

場      所 ： J:COMホルトホール大分 「302会議室」 

出席評議員 ： 阿部評議員・鹿嶋評議員・金﨑評議員・河野評議員・草野評議員・神評議員 

・藤嶋評議員 

 （五十音順） 

評議員 9名中  7名出席 

 

Ⅰ議   題   

１． 令和 4年度協会けんぽ決算（見込み）について 

２． 令和 4年度大分支部事業報告について 

３． 大分支部医療費の状況について 

 

Ⅱ議 事 概 要（主な意見等） 

議題１．令和 4年度協会けんぽ決算（見込み）について 

＜事務局＞ 

 資料に基づき説明を行った。 

 

議題 2．令和 4年度大分支部事業報告について 

＜事務局＞ 

 資料に基づき説明を行った。 

 

〔事業主代表〕 

多くの KPIが定められているが、達成状況が保険料率、つまりはインセンティブ制度の評価に影響を

与えるものはあるのか。基盤的保険者機能関係の KPIの中には前年度以上といった目標が定められ

ているものがある。前年度との実績と比較して評価されたものが、インセンティブ制度の評価に影響を

与えるのは不条理と思うので教えてもらいたい。 

また、KPIの中で大分支部が特に重視しているものはあるのか。あれば教えてもらいたい。 

 

＜事務局＞ 

 インセンティブ制度は、加入者や事業主の取り組みを保険料率に反映させることで医療費の適正

化を推進することを目的に始められており、基盤的保険者機能関係のKPIはインセンティブ制度の評

価には影響しない。 

KPI に含まれる施策の中でインセンティブ制度に影響を与えるものは、生活習慣病予防健診実施

率、事業者健診データ取得率、特定保健指導実施率、重症化予防に関して未治療者の受診率、そ
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れからジェネリック医薬品の使用割合である。 

また、どれも大切な事業ではあるが、特に重視している施策は重症化予防対策の推進である。大分

支部の未治療者の医療機関受診率は全国でも下位の順位に位置しており、支部の課題と強く認識

している。インセンティブ制度の評価指標でもあることからも、より重点的に取り組んでいかなければな

らないと考えている。 

 

〔事業主代表〕 

 債権回収業務について伺いたい。かなりの業務量を要すると思うが、業務委託は考えていないのか。

債権回収業者に委託した方が、コスト的にも、人的負担の面でも軽減されることがあると思う。 

 

＜事務局＞ 

 債権回収業務の中で、特に重要視しているのが無資格受診による返納金の回収についてである。 

令和4年度の無資格受診による返納金は約2,000件発生しており、金額にすると約4,700万円に

なる。ご指摘の通りかなりの業務量となるが、レセプトグループ職員にて、高額な債権から積極的に回

収を進めるようにしている。 

 

〔被保険者代表〕 

 重症化予防対策の推進が大分支部の課題とのことだが、この評価項目について KPI を達成してい

る 5支部は何か特別な取り組みをしているのか伺いたい。 

 

＜事務局＞ 

 5 支部の取り組みで参考になるものがないか、大分支部の取り組みと比較しているが、基本的には

同じような取り組みを行っている。同じように外部委託による受診勧奨を行っているが、大分支部の

順位が低い位置にある要因もはっきりしない状況である。 

大分支部としては様々な勧奨を行い、対象者に意識付けすることが大切だと考えている。 

また、大分支部だけではマンパワー的にも不足するところがあるため、健診機関等と連携を深めな

がら事業を展開したい。 

 

〔学識経験者〕 

 医療費適正化に向けた広報事業の中で、運動動画の配信回数が１１万６千回再生されており、こ

れは事業として成功していると思う。令和 5年度は実施しないのか伺いたい。 

 

＜事務局＞ 

 広告動画として配信することで今回の再生回数につながったものと考えているが、広告配信を行う

場合にはそれなりの予算が必要となる。令和 5 年度の事業として実施予定はないが、他の取り組み

にかかる予算等と勘案しながら令和 6年度に実施するかどうかを検討したい。 

なお、10 月、1 月の評議会で保険者機能強化予算に関する提案を予定している。その際にも、予
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算策定に向け貴重なご意見を頂戴したい。 

 

〔学識経験者〕 

 事業者健診データ取得率に関して、このデータはプライバシーの問題もあり、事業所として非常に

慎重に取り扱わないといけないものである。特に最近では、マイナンバーとの関係でプライバシーの問

題が大きくなっており、そのような中では、事業者健診データの取得率は伸び悩むのではないか。特

定保健指導を実施するためにデータを収集することは理解するが、KPI の設定について本部にて検

討した方がよいのではないかと思う。 

 また、重症化予防事業に係る関係機関との連携強化について、連携の話は以前から説明を受け

ているが、急速進行者への介入を保険者が実施することがあるのか。医師が指導するとの意味なの

か、詳しく教えてもらいたい。 

 

＜事務局＞ 

 臼杵市と臼杵市医師会と連携協定を結んでおり、糖尿病性腎症の治療にあたり、先生には治療に

専念してもらうため、生活習慣に関する指導を臼杵市や協会けんぽといった保険者が介入して行い、

先生と情報を共有している。治療と保健指導を両輪として、重症化を予防する取り組みであり、保健

指導の面で介入している。 

 

〔学識経験者〕 

 保健師は病院にも在籍しており、保健指導は病院でも行われているのではないか。 

 

＜事務局＞ 

 重症化して人工透析が必要になると医療費が高額になり、医療保険財政にも大きな影響を与える

ことになる。重症化を予防して医療費適正化を推進するためにも、保険者として積極的に介入してい

る。 

 

〔被保険者代表〕 

 マイナンバーカードの取り組みは基本的には賛成であるが、安全性や安心性が確保されて初めて

マイナンバーカードと保険証を紐づける話になると思う。マイナンバーカードが保険証として利用される

ようになれば、保険証未返納者への催告文書を送る必要もなくなると思うが、マイナンバーに関する

会議等に参加する際には、マイナンバー制度の安全、安心の実効性が保てるような趣旨の発言をお

願いしたい。 

 

〔学識経験者〕 

 マイナンバーと保険の資格記録の紐づけ方について説明をお願いしたい。 
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＜事務局＞ 

 協会けんぽの加入者の場合、まず、事業所から年金機構に資格取得届、喪失届が提出され、年

金機構から協会けんぽの方に取得・喪失の情報が来ることになる。その後、協会けんぽに加入者の

マイナンバーの登録があると、診療報酬支払基金で管理している中間サーバーにおいて、マイナンバ

ーをもとに資格取得・喪失という情報を紐づけることになる。速やかに事業所から年金機構への届出

がされれば、完全に資格喪失後の受診を防止できるわけではないが、タイムラグは小さくなり、医療

機関が無資格者の確認が取れる可能性が高まることになる。 

  

〔学識経験者〕 

 重症化予防に関連して、精密検査を受けてもらうには職免扱いとすることが一番だと思う。健康寿

命日本一おおいた創造会議に参加した際にはそのように発言させてもらった。大分支部は商工会議

所とも連携しているので、関係性を活用して、事業主が職免扱いとするための働きかけを強化しても

らいたい。 

 また、運動動画について、メールマガジンに添付されてきた記憶がある。メルマガ配信には予算は

かからないと思うので、そういった機会を活用して配信してもらいたい。 

 

〔被保険者代表〕 

 大分県内の医療機関の内、マイナンバーカードで受診出来る医療機関はどの程度なのか教えても

らいたい。 

 

＜事務局＞ 

 6月4日現在、病院、診療所、歯科、薬局それぞれ約80～85％くらいの施設が体制の整っている

状況にある。 

 

議題 3．大分支部医療費の状況について 

〔事業主代表〕 

 昨年度の分析の結果では、大分支部は全国に比べて若年層の糖尿病に関する医療費が高いとい

うことが分かり、糖尿病の恐ろしさなどを若年層へ周知するために、今年度 SNS を活用して事業を展

開するとのことであった。 

また、今年度の分析では、切り口を変えて業態別に分析をした結果、総合工事業に着目され、総

合工事業に関しては、悪性腫瘍に関する医療費が高いということや、飲酒や喫煙について改善の余

地があることが分かり、来年度事業において対策を実施したいということだと思う。 

この件について、内容的には異論はないが、そもそも医療費適正化の事業というのは、成果がすぐ

に出るものではないと思う。3～5 年など中長期スパンで継続した結果、初めて少し成果が見えるくら

いだと思う。毎年切り口を変えて対策を講じるのではなく、中長期スパンで実施した成果を踏まえて、

成果があれば事業を継続し、成果がなければ新しい切り口で分析し、対策を検討するといった取り組

み方をした方がいいと思う。 
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＜事務局＞ 

 ご指摘の通り、中長期での分析も重要である。中長期的に事業に取り組んだ成果を評価しながら、

今後分析を行い、さらにそれに対する事業も考えていきたい。 

 

〔学識経験者〕 

 大分県は糖尿病性腎症対策など県をあげて実施している。 

大分支部の分析も上手くいけば県をあげての対策につながり、長期的な対策にもつながると思う。 

 

〔学識経験者〕 

 業界団体への働きかけがポイントであり、建設業団体、商工会議所、商工会等へ、分析結果を情

報提供しながら、課題をどう見つけるかが問題だと思う。ただ、この分析結果が流れ続けることで、業

界のイメージ悪化につながらないように注意してもらいたい。 

 また、禁煙対策については慎重に事業を実施して、あまり強制するような表現は控えた方がよいと

思う。 

 

＜事務局＞ 

 禁煙対策については表現に注意しながらこの事業を検討したい。 

 

 

          （以上） 


